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宮
沢
賢
治
と
矢
巾
町
の
か
か
わ
り
を
紹

介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
矢
巾

町
出
身
の
親
友
で
あ
る
藤
原
健
次
郎
の
生

家
で
発
見
さ
れ
た
賢
治
自
筆
の
ノ
ー
ト
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
（
解
説
は
「
矢
巾

町
宮
沢
賢
治
を
語
る
会
」
の
松
本
隆
会
長

に
よ
る
も
の
で
す
）
。

　

平
成
13
年
、
「
矢
巾
町
宮
沢
賢
治
を
語

る
会
」
で
は
、
健
次
郎
の
生
家
の
関
係
者

で
あ
る
藤
原
盛
子
さ
ん
ら
の
協
力
を
得

て
、
賢
治
が
病
床
に
あ
る
健
次
郎
に
宛
て

た
２
通
目
の
手
紙
（
手
紙
に
つ
い
て
は
平

成
28
年
２
月
号
の
第
６
回
を
参
照
）
の
捜

索
を
行
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
賢
治
の
手
紙
を
発
見
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
健
次
郎

の
盛
岡
中
学
時
代
の
通
信
簿
や
綴
り
方
帳

（
作
文
帳
）
と
と
も
に
、
健
次
郎
と
賢
治

の
二
人
の
名
前
が
記
さ
れ
た
教
科
書
や
、

賢
治
が
健
次
郎
の
家
に
泊
ま
っ
た
際
に
置

い
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
ノ
ー
ト
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
こ
の
発
見
を
宮
沢
賢
治
学

会
や
研
究
機
関
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、

筆
跡
鑑
定
を
行
っ
た
結
果
、
賢
治
の
自
筆

で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ノ
ー
ト
に
記
録
さ
れ
た
学
習
内
容
が
盛
岡

中
学
１
年
生
の
内
容
と
一
致
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ノ
ー
ト
に
は
、
賢
治
が
書
い
た

多
数
の
落
書
き
が
あ
り
、
賢
治
の
心
境
や
、

当
時
の
社
会
や
政
治
事
件
を
示
す
も
の
で

あ
り
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ノ
ー
ト
に
２
つ
の
絵
と
「
未
来
の
賢
治

殿
」
と
添
え
書
き
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
（
写
真
①
）。
上
の
絵
は
、
部
屋
で

ピ
ア
ノ
か
オ
ル
ガ
ン
を
弾
く
人
物
（
黒
く

塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
部
分
を
よ
く
見
る
と
、

鍵
盤
に
手
を
伸
ば
す
人
の
姿
が
見
え
ま

す
）
が
描
か
れ
て
お
り
、
下
に
は
胸
に
勲

章
を
付
け
、
髪
を
分
け
て
い
る
人
物
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
賢
治
は
将
来
の
夢
と
し

て
の
音
楽
家
と
、
兵
隊
に
な
っ
て
出
世
を

す
る
姿
を
想
像
し
て
描
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

写
真
②
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
火
鉢
と
テ
ー

ブ
ル
が
あ
り
、
座
布
団
に
ひ
げ
を
生
や
し

た
人
物
が
座
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
ー

ブ
ル
に
は
杯
が
伏
せ
て
あ
り
、
脇
に
「
召

酒
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
は
、
賢
治
が
花
巻
の
実
家
（
質

屋
）
で
客
を
待
つ
父
の
姿
を
描
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
寄
宿
舎
の
学
生
の
ほ
と
ん

ど
が
土
・
日
に
実
家
に
帰
る
中
、
賢
治
の

父
は
、
賢
治
に
帰
宅
せ
ず
に
寄
宿
舎
で
勉

強
す
る
よ
う
に
話
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

父
に
不
満
と
厳
し
さ
を
感
じ
て
い
た
と
と

も
に
、
父
か
ら
の
指
示
に
従
わ
す
健
次
郎

の
家
に
遊
び
に
来
て
い
る
こ
と
で
、
う
し

ろ
め
た
さ
も
感
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

写
真
③
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
警
察
官
が
犯

罪
者
と
思
わ
れ
る
人
物
を
ひ
も
で
縛
っ
て

歩
か
せ
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

賢
治
が
盛
岡
中
学
の
１
年
生
だ
っ
た

１
９
０
８
年
（
明
治
41
年
）
に
は
「
赤
旗

事
件
」
が
起
こ
り
、
社
会
主
義
者
の
摘
発

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
聞
に
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
賢
治
た
ち
学
生
の
間

で
も
話
題
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　　

平
成
27
年
10
月
号
か
ら
お
送
り
し
た
き

た
「
宮
沢
賢
治
と
矢
巾
町
～
「
銀
河
鉄
道

の
夜
」
の
舞
台
は
南
昌
山
」
は
、
今
回
が

最
終
回
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
内
容
を
含

む
、
宮
沢
賢
治
と
南
昌
山
、
藤
原
健
次
郎

に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
資
料
展
を
、
や
は

ぱ
ー
く
２
階
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宮
沢
賢
治
と
矢
巾
町

～「
銀
河
鉄
道
の
夜
」の
舞
台
は
南
昌
山
～

第 11回 

① 

賢
治
の
ノ
ー
ト
発
見

②
「
未
来
の
賢
治
殿
」

③ 

質
屋

④ 

警
察
官
と
犯
罪
者

※「宮沢賢治と矢巾町」は「矢巾町宮沢賢治を語る会」の松本隆会長に監修および写真、資料の提供をいただいています。

発見された賢治自筆のノート

【写真①】「未来の賢治殿」
 と書かれたページ

【写真②】 ひげを生やした人物が火鉢の
 前に坐っている絵

【写真③】警察官と犯罪者が描かれた ページ
左下には「彼（被）告」の文字もあります


